
産業振興計画に関する市町村及び住民との意見交換の概要 
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<農業> 

○ゆずや四方竹をベースにしながら、他に付加価値の高い農業をいかに広げていくか。

仕組み作りが大切。 

<外商> 

◆高知県内の素材にこだわりすぎていないか。県内素材だけにこだわるのではなく、国

内全体に視野を広げて高知ブランドを発信するべきではないか。 

◆地産という点には、今後も県としてこだわってほしい。 

<人材> 

○人づくりという意味では、大学との連携は出来てきている。今後は「龍馬学園」など

の専門学校との連携も検討したい。 

<その他> 

◆地域本部が産業関連のワンストップ窓口になっているのはありがたい。 

新たな施策への提案・要望 
<農業> 

○海老ノ丸にある広域食肉センターについて、老朽化や四万十市の施設との統合といっ

た課題があり、県の力も借りたい。県は土佐あかうしのブランド化を図っているが、

成長戦略で中間処理施設にも力を入れていただきたい。 

<林業> 

○新宿区が行っている「ウッドスタート事業」（幼児に国産材の木のおもちゃをプレゼン

トする事業）は、木材利用のきっかけになり、市でも取り組みたい。市・県連携のモ

デルの一つになりうるのではないか。 

<商工> 

◆チャレンジショップについて、チャレンジしたままでやめてしまうことが多く、継続

性がないと感じる。継続する仕組みづくりを検討いただきたい。 

<観光> 

○高知市で一番大きいのは桂浜。市だけではなく県市の観光の核としてやらなければい

けないので支援をいただきたい。 

<人材> 

◆県内事業者の視野を広げるために、企業間での「交換留社（各企業間での交換留学み

たいなもの）」を行ってみてはどうか。 

<その他> 

○総合補助金は、ハードルが高い部分もあるので、もう少しハードルの低い補助メニュ

ーがあればよい。 

◆行政にしかできない業種間を超えた企業間のマッチングにも今後取り組んでいただき

たい。 

◆補助金に依存しないような、自走できるような支援制度を検討いただきたい。 
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